
講師の皆様へ
スライドは、研修時にスライドノート共にご活用ください。
順番を入れ替えたり、追加をしたりするなどのアレンジは、実施する研修の受講者に合わせてご実施ください。

スライドノートの言葉は、話しやすい言葉や受講者に合わせて適宜アレンジしてください。

スライドノート内の「※」の記載は、講師の注意するポイントを記載しています。

【研修教材】
●講師用…研修進行スライド（1日目・２日目）、研修ツール①（リーダー研修設計）
●受講者用…ワークデータ（1日目グループワーク用）、ワークシート（2日目個人用）、研修ツール②（スキルアッ
プ研修設計）、研修ツール③（計画立案チェックリスト（理解度チェック））、スキルアップ研修進行スライド
（パート別）

【講師の事前準備】
・スキルアップ研修の受講
・産学連携推進リーダー研修の受講
・産学連携推進リーダーの講師用スライドの確認やアレンジ（リーダー研修時作成の計画にもとづいて）
・スキルアップ研修の教材確認及び分割等の準備
・実施環境に合わせた教材準備（ワークデータ（1日目グループワーク用）、ワークシート（2日目個人用）等）
・1日目の理解度チェックで確認した内容や疑問点とその回答など、後半の研修がより理解が深まるように準備して
おく。



専修学校教育の質保証・向上を進めるために必要な教職員研修プログラム開発事業
文部科学省 令和7年度 

職業実践専門課程
産学連携推進のための

産学連携推進リーダー研修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
おはようございます。産学連携推進リーダー研修ということで、前回の講座内容をひもときながら、皆さんがご自身の学校やエリアで推進員を育成できるように、ということで、昨日から行ってきました。
後半も楽しんでいきましょう。よろしくお願いいたします。
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2 集合研修：後半

事業名：R7 専修学校教育の質保証・向上を進めるために必要な教職員研修プログラム開発事業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
後半は、実際の実施に向けて、計画にしていきましょう。
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０ 前半（前日）のふりかえり

1

計画立案① 研修の評価規準
計画立案② 研修実施計画
全体共有
最終ブラッシュアップ
全体共有

2 まとめ
受講の感想、研修実施に向けての今後の準備

本日のながれ（9：00－13：00）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日の学びはこの通りです。
少しふりかえった後は、研修の評価規準について考えを深めていきます。
その後、研修の実施計画を立て、共有、中間報告をしてから、最終ブラッシュアップを行い、計画完了していただきます。
そして、研修実施に向けてご自身が今後何を準備していくかをお互いに伝えて終わり、となります。

※一日の流れを簡単に伝える。



産学連携を進めるために
みなさんはどんな役割を担いますか？

そのために必要なことはなんですか？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
講座全体を通して、根底においていただきたい「問い」をもう一度確認しましょう。
昨日お伝えした「メーガーの3つの問い」でいうと、
「みなさんが、どこへ行くのか？（Where I am going to？）」を確認するための問いです。
今日は、研修実施のために「必要なこと」を準備していきましょう。

＝＝＝＝
米国の教育工学研究者ロバート・メーガー（Robert F. Mager）が次の3つの質問の大切さを指摘：
Where am I going? （どこへ行くのか？）�How do I know when I get there?（たどりついたかどうかをどうやって知るのか？）�How do I get there?（どうやってそこへ行くのか？）
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S4 計画立案 評価について

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
計画立案、最初は評価について考えていきます。



成果を評価する
・受講者の評価
・講師の評価

次に向けて
改善点洗い出し
修正

DO 実際に研修を
実施する
・受講者の経験
・講師の視点

いつどこで誰に
どのような研修
をするか

PLAN

CHECKACTION
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研修実施のサイクル

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
通常、授業や研修を行う場合、先生方も常々PDCAをまわしておられると思います。
どのような研修を誰に対していつ行うか、効果的に実施するにはどうしたらよいか、通常は内容もゼロイチと思いますが、
今回はステップアップ研修の内容はできあがっていて、理解を深めていただいていますので、
それを自校で実施すること、自校の職業実践専門課程の充実に還元していくためのプランニングをしていただきます。
教材もそろってはいますが、そのまま使えるのか？といったことも考えていく必要がありますね。
現場に帰ると、日々多様なタスクに忙殺されることと思いますので、
今日は、落ち着いて、仲間と一緒に、そのPLANの部分をしっかりと行いましょう。

※考える時間をしっかりととること、一人ではないことがわかるように伝える。
※日常的に先生方が実施している教育でもPDCAをまわしており、大きな違いがない（まったく初めてでハードルが高いことではない）ことに気づかせる。



成果を評価する
・受講者の評価
・講師の評価

次に向けて
改善点洗い出し
修正

DO 実際に研修を
実施する
・受講者の経験
・講師の視点

いつどこで誰に
どのような研修
をするか

PLAN

CHECKACTION
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研修実施のサイクル

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、なにからはじめましょうか。
ここで、いきなりプランニングに入るのは得策ではありません。
ここまでの研修を受けてきたみなさんはすでにお気づきと思いますが、
Planの前にまず、「成果を評価する」Checkのための指針を立てる必要があります。
「成果を評価」するための規準を考えるところからスタートしましょう。

※ゴール（目的）と評価が密接に関連しているため、プランよりもチェックが重要であることがわかるように伝える。
※指導と評価の一体化を意識することに気づかせてもよい。



CHECK＜評価＞

GOAL 研修の目標は？
研修を通じ、受講者にはどうなってほしいか？

どうすれば研修がうまくいった、と言える？
めざす受講者の姿に対し、何ができて、何ができていない？

めざす姿に対し、
いつ、なにを、どのように行う？

評価規準がなければ、目標が達成できたかわからない

PLAN

CHECK
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回で言えば、おおきなGoalは全員共通です。
もう少しGoalを具体化すると、現場、学校、学科の違いにより、受講者に期待する姿が異なりますね。

だからこそ、同じ研修を実施するにしても、Checkすべき項目も異なってきます。
研修中だけでなく、研修後に受講者にどのような役割を担ってほしいか、どんなふるまいをしてほしいか、までを想定して、研修の成果を評価する必要があります。
評価規準を設定しなければ、GOALに辿り着いたかわからない。
メーガーの問いで言うと、「たどりついたかどうかをどうやって知るのか？」を考えるということです。

※参考
米国の教育工学研究者ロバート・メーガー（Robert F. Mager）が次の3つの質問の大切さを指摘：
Where am I going? （どこへ行くのか？）�How do I know when I get there?（たどりついたかどうかをどうやって知るのか？）�How do I get there?（どうやってそこへ行くのか？）




受講者の目標達成

講師としての目標達成
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、今回Checkにおいては、受講者の姿だけではなく、講師としてのみなさんの姿に対しても、規準を設けていただきたいと思います。
受講者の目標達成の裏には、講師としてのみなさんの支援があります。
ですので、今回は皆さん自身の姿についても、成果を評価できるよう、拠り所となる規準を言語化してみましょう。




CHECK＜評価＞
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークシートのこの部分に、できるだけ具体的に記載します。まずは個人で取り組んでみましょう。

まず、
GOALのところに昨日から考えてきたことを踏まえつつ、「受講者に期待する姿」「講師としての自分のありたい姿」を書き出してみます。

次に、
受講者の姿、講師の姿、それぞれに、「これが確認できれば、目標（GOAL）達成された」と言える規準を言葉にしてみましょう。

今回、ここで言語化したいレベル感は、「なにをどのような観点で評価するか」＝規準です。
それを「段階的」「具体的」にしたものが基準（もとじゅん）ですが、この段階ではそこまで落とし込まなくてもよいです。

※個人用ワークシートを、受講者全員分準備しておく。
※しばらく考えてもらい、なかなか進まない場合は以下の通りコメントする。

〇講師の目標（姿）
例えば・・・
　・対象とする教員が明確な目標をもって取り組めるよう、目標設定を支援したい
　・職業実践専門課程を担当するほか学科とも連携し、対象となる教員が孤立しないよう組織的に動きたい
　・ふりかえりの機会を細やかに設け、研修実施中から実施後の実践までを一貫してサポートしたい　

〇受講者の評価規準
例えば・・・
　・若手の教員が、職業実践課程における企業連携の価値を他者に前向きな言葉で伝えられるようになる
　・これまで企業連携に難しさを感じてきた教員が、企業に対する調整の質を上げ、企業との信頼関係をより強固にできる
　・職業実践課程における企業連携の内容が変化し、教員自身が学生の力を具体的に評価できるようになる　など
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評価規準の作成

1 あらためてGOALを言語化

2 目標達成したかどうか、を測るため、
元となる「評価規準」を記入

3

個人

評価を「いつ」「どのように」行うか
検討、記入

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
個人ワークの際には、グループの方々に相談してももちろん良いです。
同じ法人の方同士のグループにしていますので、実際に計画を立てるときにお互いの状況をある程度理解したうえで相談しやすいかと思いますので、
お互い話ながら進めていただいてOKです。

※受講者の手がとまっていたり、困っていたりしていないか机間巡視で確認しながら適宜フォロー、アドバイスをする。
※オンラインの場合は、協議時間と作業時間を細かく分けて、協議時間に講師も同席してアドバイスする方法をとっても良い。
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GOALの記入例（講師＝自分）

・自分のイメージする＜講師の姿＞を意識し、ファシリテート力を身につける
・自分のこれまでの経験を事例にしながら、受講者が疑問や不安に感じること
について具体的な解決方法を提示し、共に課題解決に臨む姿勢を見せたい

【講師】講師として受講者の目標達成（GOAL）をどのように支援したいか。

講師の方へ
受講者の状況に合わせて記入例スライドとして使用してください。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※記入例スライドです。
※必要に応じてご使用ください。使用する場合は「講師の方へ」を削除してください。
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評価規準の作成例

・マインドの変化
（産学連携について、前向きに取り組む意思が感じられるかどうか）

・いつ：事後
・どのように：アンケートとヒアリング

【受講者】評価規準（何をもって目標が達成されたと言えるか、どう測るか）

講師の方へ
受講者の状況に合わせて記入例スライドとして使用してください。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※記入例スライドです。
※必要に応じてご使用ください。使用する場合は「講師の方へ」を削除してください。
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評価規準の共有

1

2

3

グループ内で共有

GOALに対し、CHECKできる規準に
なっているかお互いにアドバイス

全体共有（グループ代表1名）

共有

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現時点で言語化したことをグループ内で共有しましょう。
書きぶりや表現など、お互いからぜひ学べるところを学びあいましょう。
最も重要なのは、GOALに対し、CHECKできる内容になっているのかをお互いにアドバイスしましょう。

※受講者同士の共有やアドバイスがスムーズに実施できるようサポート。



休憩
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S4 計画立案 研修実施計画

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、評価について、考えを深めることができたと思います。
次は、これまで考えたことを踏まえて研修実施計画をたてていただきます。




何のために研修をするか（目標）
どのように成果を見取るか（評価）

「具体的な実施計画」へ

18

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目標と評価規準が明確になったら、やっと具体的な計画を立てることができます。
いよいよ、具体的な実施計画を立案していきましょう。



PLAN＜計画＞

GOAL 研修の目標は？
研修を通じ、受講者にはどうなってほしいか？

どうすれば研修がうまくいった、と言える？
めざす受講者の姿に対し、何ができて、何ができていない？

めざす姿に対し、
いつ、なにを、どのように行う？

GOALに向け、CHECKを意識し、実際に計画する

PLAN

CHECK
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
評価が後付けにならないように、GOALに向け、先ほど検討した評価規準ーCHECKのポイントを意識し、実際の計画を立てます。
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研修を自校・自学科で行うために、
想定すべきこと、準備すべきことは
なんですか？

具体的に検討し、
ワークシートに入力しましょう。

PLAN

PLAN＜計画＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に研修を自校で行うためには、何を想定する必要がありますか？
具体的に考え、検討し、ワークシートに入力しましょう。
先ほどお伝えした通り、お互い話ながら進めていただいてOKです。

※個人用ワークシートを、受講者全員分準備しておく。（前のワークの続き）
※ワークは、同じ法人同士など、グループ内で相談しながら進めても良い。
※受講者の手がとまっていたり、困っていたりしていないか机間巡視で確認しながら適宜フォロー、アドバイスをする。
※オンラインの場合は、協議時間と作業時間を細かく分けて、協議時間に講師も同席してアドバイスする方法をとっても良い。
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PLAN＜計画＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
誰に、いつ、どこで、どのように研修するかを検討、記入します。

※個人用ワークシートを、受講者全員分準備しておく。（前のワークの続き）
※ワークは、同じ法人同士など、グループ内で相談しながら進めても良い。
※受講者の手がとまっていたり、困っていたりしていないか机間巡視で確認しながら適宜フォロー、アドバイスをする。
※オンラインの場合は、協議時間と作業時間を細かく分けて、協議時間に講師も同席してアドバイスする方法をとっても良い。
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PLAN＜計画＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その実施に向けて必要な準備についてもこちらの枠に書きましょう。

※個人用ワークシートを、受講者全員分準備しておく。（前のワークの続き）
※ワークは、同じ法人同士など、グループ内で相談しながら進めても良い。
※受講者の手がとまっていたり、困っていたりしていないか机間巡視で確認しながら適宜フォロー、アドバイスをする。
※オンラインの場合は、協議時間と作業時間を細かく分けて、協議時間に講師も同席してアドバイスする方法をとっても良い。
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PLAN＜計画＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続けて、自校・自学科で実施するにあたりアレンジしなければいけないことがないか、研修内容、提示する事例など、オリジナルで準備すべきことがないか、あるとすれば何か、具体的に示しておきましょう。

※個人用ワークシートを、受講者全員分準備しておく。（前のワークの続き）
※ワークは、同じ法人同士など、グループ内で相談しながら進めても良い。
※受講者の手がとまっていたり、困っていたりしていないか机間巡視で確認しながら適宜フォロー、アドバイスをする。
※オンラインの場合は、協議時間と作業時間を細かく分けて、協議時間に講師も同席してアドバイスする方法をとっても良い。
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研修実施計画 中間発表

共有
ここまで検討したことを共有します。
実施計画については、以下を検討しましょう。
①お互い参考にできることはあるか？
②「計画」はより具体的にできるか？
③「必要な準備」はより具体的にできるか？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、ここまで検討し、記入した計画を共有しましょう。
聞いている方々は、お互いに参考にできることはあるか、
計画や必要な準備はより具体的にできるか、検討しましょう。

※発表者がスムーズに共有できるようサポートを行う。
※発表者から出てきた課題に対して、アドバイスや他の受講者の意見を聞くなど計画がブラッシュアップできるようにする。
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研修実施計画 ブラッシュアップ

改善
共有から得られた気づきをヒントに、
自校・自学科の実態に合わせ、検討しましょう。
①計画をより具体化する
②計画を踏まえて、自校・自学科ならではの
「要素の追加」または「アレンジ」をする

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
お互いに共有でき、グループによってはフィードバックもお互いにできたと思います。
では、共有から得られた気づきをヒントに、自校・自学科の実態に合わせ、計画をより具体化しましょう。
また、自校・自学科ならではの要素の追加、アレンジができる時間があればやってみましょう。

※研修全体の時間配分により、適宜時間設定を行う。
※②「要素の追加やアレンジ」は、時間がない場合は、口頭で補足するにとどめる。（実際に研修を行う準備を進めると、自校・自学科に適した要素を追加したり、それに合わせて教材をアレンジしたりすることが必要になることを伝える）




休憩
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まとめ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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研修実施のサイクル

成果を評価する
・受講者の評価
・講師の評価

次に向けて
改善点洗い出し
修正

DO 実際に研修を
実施する
・受講者の経験
・講師の視点

いつどこで誰に
どのような研修
をするか

PLAN

CHECKACTION

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまで、研修の実践のサイクルになぞって進めてきました。
次は皆さんの実際の「DO」です。
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リーダーとしての次の動き

研修を実施するまでの、次の動きを決め、
確実に実行しましょう！

DO

リーダー研修の理解度チェックに
チャレンジしてみましょう！CHECK

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、研修の最後に、「DO」を検討します。
研修の実施までにはまだ時間があると思いますが、現時点で、現場に帰って初めに何に取り組むかを決め、ここにいる仲間で共有しましょう！
理解度チェックについても、記入してみてください。

※「DO」は、ワークシート一番下、右枠を記入し、発表共有する。
※理解度チェックは、エクセルのチェックシートを記入してもらう。但し、時間がかかると思われるため、「宿題」の形で持ち帰り、研修後に実施、回収してもよい。
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PLAN＜計画＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この部分に記入をしましょう。
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リーダーとしての次の動き

全体共有
全員で今後の動きを共有しましょう

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、皆さんの「DO」を共有しましょう。

※発表者の発表を聞きながら、コメント等で研修実施とふりかえりの必要性、実践力を高めるために他者評価、自己評価が有効　など、学びで出てきたポイントを再度押さえる。
※研修の学びのまとめとしての時間になるようにする。

ありがとうございました。
皆さん、現場での次の一手、ぜひがんばってください。



産学連携を進めるために
みなさんはどんな役割を担いますか？

そのために必要なことはなんですか？

32

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、研修の最後に、もう一度、この研修の問い、最初に示した問いを確認します。
ぜひ今日の研修を起点に、自校の職業実践課程における産学連携の充実のため、リーダーとしての一歩を踏み出してください！
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お疲れ様でした！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2日間、大変お疲れ様でした。
ありがとうございました。
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